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神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第５号 （平成２６年２月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆ドキッとする年賀状◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、私は毎年、年賀状のやりとりを会社関係の方々だけでなく、 

もちろんプレイベートでお付き合いのある方々ともしています。 

そのプライベートの年賀状の中には、学生時代の恩師も含まれます。喪中のとき

以外は必ず毎年出していまして、こちらから先に出し、恩師からは返事の年賀状と

いう形で毎年やりとりがありました。 

そして、今年、その恩師の一人からいただいた年賀状に、私はドキッとしました。

その恩師というのは、神奈中情報通信の第１号（私の自己紹介）で、私が神奈中に

入るきっかけは、大学のゼミの先生が与えてくださったと書かせていただいたその

先生です。 

いただいた年賀状には、「謹賀新年」の後に、ワープロ文字で「新しい年の目標は

大きく高く掲げて元気を出して働いてください」と、書いてありました。そして（その方

は男の先生なのですが）、趣味の生け花の作品の写真が貼りつけてあり、こういう

センスもあるんだなぁと感心しながら、その次に書かれていた手書きのコメントを見

て私はドキッとしました。 

「卒業して何年経ちましたかね？」の後に、辛口コメントで「神奈中バスは新しい 

ことを率先してやらないのですか？ 怠慢ですよ」と、書かれていたのです・・・（汗）。 

新年早々のきついコメントに、読んだ瞬間「なんじゃこりゃ・・・（汗）」という感覚に 

なったのですが、ちょっと振り返ってみて、さらにドキッとし   

ました。 

私は、大学を卒業してから約３０年が経ちますが、その間、

実は一度もこの先生にお会いしていません。（２枚目へ→） 
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【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） さらに、私がこの先生にお送りする年賀状は個人のものですから、その

中に“神奈中”という言葉を一度も書いたことがありませんでした。にもかかわらず、

私が神奈中に勤めていることを意識してコメントしてくださったのです。 

おそらく、この先生のゼミの卒業生は５００名近くいると思います。そして、私が 

卒業して３０年経っているにもかかわらず、神奈中に就職したことを覚えていらっし

ゃる・・・。なぜ覚えてくださっているのか、記憶されているのか、書き留めていらっし

ゃるのかは、私にはわかりません。 

そして、さらに驚くべきことに、現在、隠居生活を送っているこの先生のお住まい

は、千葉の佐倉。千葉の佐倉に神奈中のバスは一台も走っていないはずなのに、 

このきついひと言・・・。 

新年早々（辛口ですが）大変有難いコメントをいただき、卒業して

３０年を迎えるにあたり「襟を正して頑張れ！」、「もうひと踏ん張り

しろ！」という激励なのかなと思いました（笑）。米山 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきましてどうも有難うございました！神奈中情

報通信第５号はいかがでしたでしょうか？さて、神奈中情報システムではパソコン

教室、富士通オープンカレッジ平塚校及び秦野校を運営しているのですが、先日と

ても嬉しいことがありました。平塚校に通われる生徒さんの内８名が、なんと１０年

を迎えられたのです。そして、講師から是非、何かの形で感謝の気持ちを伝えたい

という意見があり、感謝状と記念品をお贈りするイベントを開きました。１０年通って

いただけている生徒さんたちの心温まるコメントもあり、イベントは大成功に終わり

ました。ちなみに、記念品は“名前の詩”で大変喜んでいただけました（笑）。米山 

大森 米山 


